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ことの方がむしろ稀である。今仮に目的変数が y1， y2， y3， y4 と 4 変数あり，説明変数が x1，…，
x6 と 6 変数あるとする。その際，多くのモデルでは目的変数を合成するために
　　　　　　　　Y ＝ y1 ＋ y2 ＋ y3 ＋ y4　  …①
と単純に結合することが通常用いられ，この合成変数 Y を目的変数として








群を用いて線形結合された合成目的変数 Y も，その平均値は自動的に Y ＝ 0 となり，②式も
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定数項が落ちて
　　　　　　　　Y ＝ c1 x1 ＋ … ＋ c6 x6   …③　となる。
結論から言うと，目的変数群｛ yj｝を合成する際に，









　さらに以下において，目的変数を 4 変数（且つ説明変数を 6 変数）にして解説することが
多いので，単純に結合した合成目的変数 Y の結合係数を ai ＝ 0.5 にすることを標準とする。
すなわち，以下『0.5* 単純結合』と称するのは，
　　　　　　　　Y ＝ 0.5（y1 ＋ y2 ＋ y3 ＋ y4）…⑤　のことである。













































































































　以上の考えを基に，評価項目の構成を自然人関連で 8 項目，職業人関連で 12 項目，職能人






　自己目標 t の設定や他者による評価は，いずれも 1 ～ 6 までの 6 段階で設定ないし評価し
ているが，他者評価 s は評価者が 4 人いるため 4 者の評価値を加重平均して算定している。
1）資料 1「人事評価の概要設計」を参照
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　各評価対象者に対し各評価項目の評価値は，他者評価の場合 S1 ～ S4 と 4 つあるが，その
値の内，min と max には 0.12，それ以外の中間の値にはそれぞれ 0.38 の加重係数をかけて
加え他者評価 s としている。この加重係数は，4 点を通る三次関数を想定して決定したもので
ある。理論的には先の係数は 1：3：3：1 が正しいのではあるが，他者評価 s と自己評価 u の
平均も解析に使用するため，上のような数値に丸めた。
　ここに説明係数の改善事例として紹介するものは，評価変数として自然人の（3）（5）（7）





説明変数は E 枠，D 枠とも同じものを使っていることに留意されたい。
　紹介する改善事例の目的変数や説明変数は，以上の通りであるが，採用するサンプル（評価
対象者）の方は職種が 12 種にも渡っているので，該当する評価対象者が最も多い看護師 154
名に限定し，且つ簡単のためその内の半数である 77 サンプルを取り上げた。従ってデータサ
イズとしては，E 枠，D 枠とも 77 サンプル × 10 変数＝ 770 データである。
　元々の目的変数（21）～（24）を単純結合した 0.5* 単純結合モデルでは，資料 3「E 枠 他
者 * 単純」のように標準偏回帰係数の P 値も極小で， モデルの妥当性に関する判定結果は「**」








P － C ＝ 77.3% － 73.8% ＝ 3.5% ということである。
　以上は，説明変数のデータとして他者評価 s を用いたが，目的変数の合成はそのままにして，
説明変数の値を自己評価 u にそっくり入れ替えた場合には，資料 6「E 枠 自己 * 主成分」や，
資料 7「E 枠 自己 * 単純」のようになり，説明変数の改善率は P － C ＝ 8.7% － 6.5％＝ 2.2% 
であった。尚，説明変数に自己評価 u を用いた場合には，P 値があまりにも大きく，モデルと
して採用するには至らない結果となった。そこで，目的変数はそのままにして，説明変数のみ
他者評価 s と自己評価 u の平均値を用い，同様の重回帰分析を実施した。その結果，資料 8「E
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枠 両者 * 主成分」，資料 9「E 枠 両者 * 単純」のようになり，この場合の説明係数改善率は












　主成分分析の結果は，資料 10「D 枠 主成分分析」のように当然のことながら異質な評価項
目（8）「集会・行事参加」の係数は 0.3 を割り込み，他方，評価項目（22）「リスク想定」の
係数は 0.6 を超えている。この解析枠における他者評価 s では，資料 11「D 枠 他者 * 主成分」
と資料 12「D 枠 他者 * 単純」に見られるように，両者の修正済み説明係数の間には





がら，今では§ 1 に述べた 2 つの利点だけではなく，3 番目の利点，すなわち説明係数の改善
についても自信を持って主張できると考えている。







他者評価 0.7733 0.7385 3.48％ 高
両者平均 0.2924 0.2536 3.88％ 低
自己評価 0.0870 0.0655 2.15％ 微小
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表 2　　　D枠　修正済み説明係数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   係数＝ 0.5
　E 枠にしろ D 枠にしろ，それぞれの解析枠で，単純結合モデルの説明係数が 0.25 辺りから
0.75 辺りの場合には改善が見られ，恐らく 0.5 前後で改善のピークが存するものと思われる。
このことを，D 枠で説明変数を 6 変数から 3 変数に半減したモデルで考察してみたい。前述
のように，説明変数としては職業人関連で（10）「相談しやすさ」，（12）「業務・信頼獲得」，（13）
「記録分かりやすさ」の 3 項目があった。これを説明変数として，先の 2 つの合成目的変数を



















他者評価 0.6400 0.5373 10.27％ 中
両者平均 0.3017 0.2565 4.52％ 低






自然人＋職業人 0.6400 0.5373 10.27％ 中
職業人 3 変数 0.6220 0.5207 10.13％ 中
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[ 基本統計量 ]　件数　77 
項　目　名 合　計 平　均 標準偏差
職員･挨拶 321.32 4.173 0.535 
身だしなみ 345.98 4.493 0.391 
チーム ワーク 322.92 4.194 0.386 
相談しやすさ 314.56 4.085 0.442 
業務･信頼獲得 326.10 4.235 0.379 
記録わかりやすさ 324.14 4.210 0.304 
0.5* 単純結合 0.000 0.000 1.409 
[ 相関行列 ]






職員･挨拶 1 0.507 0.486 0.745 0.378 0.206 0.378 
身だしなみ 1 0.315 0.393 0.397 0.257 0.513 
チーム ワーク 1 0.562 0.456 0.228 0.474 
相談しやすさ 1 0.463 0.276 0.533 
業務･信頼獲得 1 0.511 0.675 





F　値 P　値 判　定 T　値 偏相関 符号ﾁｪｯｸ
職員･挨拶 -0.201 4.511 0.037 [* ] -2.124 -0.246 x 
身だしなみ 0.256 13.101 0.001 [**] 3.619 0.397 
チーム ワーク 0.127 2.926 0.092 [  ] 1.711 0.200 
相談しやすさ 0.277 8.370 0.005 [**] 2.893 0.327 
業務･信頼獲得 0.215 7.569 0.008 [**] 2.751 0.312 
記録わかりやすさ 0.484 49.890 0.000 [**] 7.063 0.645 
[ 精度 ]
決定係数 R2 ＝ 0.759 
修正ずみ決定係数 R2’＝ 0.739 
重相関係数 R ＝ 0.871 
修正ずみ重相関 R’＝ 0.859 
[ 分散分析表 ]
変　動 偏差平方和 自由度 不偏分散 分散比 P　値 判　定
全体変動 152.839 76 
回帰による変動 116.028 6 19.338 36.773 0.000 [**]





説 明 明 快 324.30 4.212 0.289
課題意識と実践 298.54 3.877 0.211
個 別 ケ ア 324.28 4.211 0.536
リ ス ク 想 定 313.78 4.075 0.300
 相関行列
説明明快 意識と実践 個別ケア リスク想定
説 明 明 快 1 0.310 0.338 0.660
課題意識と実践 0.310 1 -0.021 0.332
個 別 ケ ア 0.338 -0.021 1 0.351
リ ス ク 想 定 0.660 0.332 0.351 1 
 固有値
主 成 分 No. 固有値 寄与率（％） 累積（％）
1 2.07 51.69 51.69
2 1.02 25.52 77.21
 固有ベクトル
主成分 1 主成分 2
説 明 明 快 0.600 0.004
課題意識と実践 0.355 -0.731
個 別 ケ ア 0.382 0.683
リ ス ク 想 定 0.607 -0.007
0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7
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資料 4　　E枠　主成分分析
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[ 基本統計量 ]　　件数 77 
項目名 合　計 平　均 標準偏差
職員･挨拶 321.32 4.173 0.535 
身だしなみ 345.98 4.493 0.391 
チーム ワーク 322.92 4.194 0.386 
相談しやすさ 314.56 4.085 0.442 
業務･信頼獲得 326.10 4.235 0.379 
記録わかりやすさ 324.14 4.210 0.304 
主成分得点 0.000 0.000 1.429 
[ 相関行列 ]
項目名 職員･挨拶 身だしなみ ﾁｰﾑﾜｰｸ 相談やすさ 業務･信頼獲得 記録わかりやすさ 主成分得点
職員･挨拶 1 0.507 0.486 0.745 0.378 0.206 0.363 
身だしなみ 1 0.315 0.393 0.397 0.257 0.496 
チーム ワーク 1 0.562 0.456 0.228 0.465 
相談しやすさ 1 0.463 0.276 0.521 
業務･信頼獲得 1 0.511 0.691 
記録わかりやすさ 1 0.759 
重回帰式　　目的変数　主成分得点
説明変数名 標準偏回帰係数 F　値 P　値 判　定 T　値 偏相関 符号ﾁｪｯｸ
職員･挨拶 -0.204 5.366 0.023 [* ] -2.316 -0.267 x 
身だしなみ 0.231 12.333 0.001 [**] 3.512 0.387 
チーム ワーク 0.118 2.938 0.091 [  ] 1.714 0.201 
相談しやすさ 0.263 8.707 0.004 [**] 2.951 0.333 
業務･信頼獲得 0.233 10.221 0.002 [**] 3.197 0.357 
記録わかりやすさ 0.523 67.216 0.000 [**] 8.199 0.700 
[ 精度 ]
決定係数 R2 ＝ 0.791 
修正ずみ決定係数 R2’＝ 0.773 
重相関係数 R ＝ 0.890 
修正ずみ重相関 R’＝ 0.879 
[ 分散分析表 ]
変　　動 偏差平方和 自由度 不偏分散 分散比 P　値 判　定
全体変動 157.127 76 
回帰による変動 124.322 6 20.720 44.214 0.000 [**]
回帰からの残差 32.805 70 0.469 
資料 5　　E枠　他者＊主成分
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[ 基本統計量 ]　件数 77 
項目名 合　計 平　均 標準偏差
職員･挨拶 366.00 4.753 0.914 
身だしなみ 378.00 4.909 0.871 
チーム ワーク 351.00 4.558 0.947 
相談しやすさ 334.00 4.338 0.847 
業務･信頼獲得 310.00 4.026 0.868 
記録わかりやすさ 317.00 4.117 0.755 
主成分得点 0.000 0.000 1.429 
[ 相関行列 ]
項目名 職員･挨拶 身だしなみ ﾁｰﾑﾜｰｸ 相談やすさ 業務･ 信頼獲得
記録わか
りやすさ 主成分得点
職員･挨拶 1 0.559 0.520 0.678 0.500 0.625 0.227 
身だしなみ 1 0.629 0.570 0.553 0.530 0.304 
チーム ワーク 1 0.623 0.694 0.690 0.288 
相談しやすさ 1 0.731 0.649 0.249 
業務･信頼獲得 1 0.709 0.370 
記録わかりやすさ 1 0.254 
重回帰式　　目的変数　主成分得点
説明変数名 標準偏回帰係数 F　値 P　値 判　定 T　値 偏相関 符号ﾁｪｯｸ
職員･挨拶 0.079 0.228 0.634 [  ] 0.478 0.057 
身だしなみ 0.150 0.965 0.329 [  ] 0.982 0.117 
チーム ワーク 0.023 0.017 0.898 [  ] 0.129 0.015 
相談しやすさ -0.137 0.514 0.476 [  ] -0.717 -0.085  x 
業務･信頼獲得 0.384 3.985 0.050 [* ] 1.996 0.232 
記録わかりやすさ -0.074 0.165 0.686 [  ] -0.406 -0.049  x 
[ 精度 ]
決定係数 R2 ＝ 0.159 
修正ずみ決定係数 R2’＝ 0.087 
重相関係数 R ＝ 0.399 
修正ずみ重相関 R’＝ 0.295 
[ 分散分析表 ]
変　　動 偏差平方和 自由度 不偏分散 分散比 P　値 判　定
全体変動 157.127 76 
回帰による変動 24.994 6 4.166 2.207 0.052 [  ]
回帰からの残差 132.134 70 1.888 
資料 6　　E枠　自己＊主成分
196 立命館経営学（第 45 巻　第 2 号）
[ 基本統計量 ]　　件数 77 
項目名 合　計 平　均 標準偏差
職員･挨拶 366.00 4.753 0.914 
身だしなみ 378.00 4.909 0.871 
チーム ワーク 351.00 4.558 0.947 
相談しやすさ 334.00 4.338 0.847 
業務･信頼獲得 310.00 4.026 0.868 
記録わかりやすさ 317.00 4.117 0.755 
0.5* 単純結合 0.000 0.000 1.409 
[ 相関行列 ]






職員･挨拶 1 0.559 0.520 0.678 0.500 0.625 0.217 
身だしなみ 1 0.629 0.570 0.553 0.530 0.283 
チーム ワーク 1 0.623 0.694 0.690 0.250 
相談しやすさ 1 0.731 0.649 0.214 
業務･信頼獲得 1 0.709 0.335 





F　値 P　値 判　定 T　値 偏相関 符号ﾁｪｯｸ
職員･挨拶 0.109 0.420 0.519 [  ] 0.648 0.077 
身だしなみ 0.156 1.025 0.315 [  ] 1.013 0.120 
チーム ワーク -0.008 0.002 0.963 [  ] -0.046 -0.005  x 
相談しやすさ -0.171 0.787 0.378 [  ] -0.887 -0.105  x 
業務･信頼獲得 0.381 3.847 0.054 [  ] 1.961 0.228 
記録わかりやすさ -0.079 0.183 0.670 [  ] -0.428 -0.051  x 
[ 精度 ]
決定係数 R2 ＝ 0.139 
修正ずみ決定係数 R2’＝ 0.065 
重相関係数 R ＝ 0.373 
修正ずみ重相関 R’＝ 0.256 
[ 分散分析表 ]
変　　動 偏差平方和 自由度 不偏分散 分散比 P　値 判　定
全体変動 152.839 76 
回帰による変動 21.281 6 3.547 1.887 0.095 [  ]
回帰からの残差 131.557 70 1.879 
資料 7　　E枠　自己＊単純
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[ 基本統計量 ]　件数 77
項目名 合　計 平　均 標準偏差
職員･挨拶 343.66 4.463 0.616 
身だしなみ 361.99 4.701 0.492 
チーム ワーク 336.96 4.376 0.549 
相談しやすさ 324.28 4.211 0.514 
業務･信頼獲得 318.05 4.131 0.532 
記録わかりやすさ 320.57 4.163 0.439 
主成分得点 0.00 0.000 1.429 
[ 相関行列 ]






職員･挨拶 1 0.550 0.459 0.709 0.436 0.532 0.326 
身だしなみ 1 0.600 0.601 0.599 0.483 0.465 
チーム ワーク 1 0.618 0.706 0.673 0.412 
相談しやすさ 1 0.645 0.607 0.429 
業務･信頼獲得 1 0.703 0.548 





F　値 P　値 判　定 T　値 偏相関 符号ﾁｪｯｸ
職員･挨拶 -0.033 0.051 0.822 [  ] -0.226 -0.027  x 
身だしなみ 0.222 2.620 0.110 [  ] 1.619 0.190 
チーム ワーク -0.105 0.461 0.500 [  ] -0.679 -0.081  x 
相談しやすさ 0.048 0.085 0.772 [  ] 0.291 0.035 
業務･信頼獲得 0.331 4.071 0.047 [* ] 2.018 0.234 
記録わかりやすさ 0.200 1.715 0.195 [  ] 1.310 0.155 
[ 精度 ]
決定係数 R2 ＝ 0.348 
修正ずみ決定係数 R2’＝ 0.292 
重相関係数 R ＝ 0.590 
修正ずみ重相関 R’＝ 0.541 
[ 分散分析表 ]
変　　動 偏差平方和 自由度 不偏分散 分散比 P　値 判　定
全体変動 157.127 76
回帰による変動 54.718 6 9.120 6.234 0.000 [**]
回帰からの残差 102.409 70 1.463 
資料 8　　E枠　両者＊主成分
198 立命館経営学（第 45 巻　第 2 号）
[ 基本統計量 ]　　件数 77 
項目名 合　計 平　均 標準偏差
職員･挨拶 343.66 4.463 0.616 
身だしなみ 361.99 4.701 0.492 
チーム ワーク 336.96 4.376 0.549 
相談しやすさ 324.28 4.211 0.514 
業務･信頼獲得 318.05 4.131 0.532 
記録わかりやすさ 320.57 4.163 0.439 
0.5* 単純結合 0.000 0.000 1.409 
[ 相関行列 ]






職員･挨拶 1 0.550 0.459 0.709 0.436 0.532 0.325 
身だしなみ 1 0.600 0.601 0.599 0.483 0.454 
チーム ワーク 1 0.618 0.706 0.673 0.382 
相談しやすさ 1 0.645 0.607 0.405 
業務･信頼獲得 1 0.703 0.514 





F　値 P　値 判　定 T　値 偏相関 符号ﾁｪｯｸ
職員･挨拶 0.002 0.000 0.988 [  ] 0.015 0.002 
身だしなみ 0.234 2.748 0.102 [  ] 1.658 0.194 
チーム ワーク -0.112 0.503 0.480 [  ] -0.709 -0.084 x 
相談しやすさ 0.026 0.022 0.881 [  ] 0.150 0.018 
業務･信頼獲得 0.319 3.573 0.063 [  ] 1.890 0.220 
記録わかりやすさ 0.167 1.128 0.292 [  ] 1.062 0.126 
[ 精度 ]
決定係数 R2　＝ 0.312 
修正ずみ決定係数 R2’＝ 0.254 
重相関係数 R ＝ 0.559 





自由度 不偏分散 分散比 P　値 判　定
全体変動 152.839 76 
回帰による変動 47.761 6 7.960 5.303 0.000 [**]
回帰からの残差 105.077 70 1.501 
資料 9　　E枠　両者＊単純
199 目的変数の合成に関する課題の考察（山本・下垣内・福田・平井）
 合計・平均・標準偏差　　件数  77
合　計 平　均 標準偏差
集会・行事参加 317.10 4.118 0.448
説明明快 324.30 4.212 0.289
個別ケア 324.28 4.211 0.536
リスク想定 313.78 4.075 0.300
 相関行列
集会・参加 説明明快 個別ケア リスク想定
集会・行事参加 1 0.149 0.160 0.214
説明明快 0.149 1 0.338 0.660
個別ケア 0.160 0.338 1 0.351
リスク想定 0.214 0.660 0.351 1 
 固有値
主成分 No. 固有値 寄与率 (％ ) 累積 (％ )
1 2.01 50.23 50.23
2 0.92 22.89 73.11
 固有ベクトル
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資料 10　　D枠　主成分分析
200 立命館経営学（第 45 巻　第 2 号）
[ 基本統計量 ]　　件数 77
項目名 合　計 平　均 標準偏差
職員･挨拶 321.32 4.173 0.535 
身だしなみ 345.98 4.493 0.391 
チーム ワーク 322.92 4.194 0.386 
相談しやすさ 314.56 4.085 0.442 
業務･信頼獲得 326.1 4.235 0.379 
記録わかりやすさ 324.14 4.210 0.304 
主成分得点 0.00 0.000 1.408 
[ 相関行列 ]






職員･挨拶 1 0.507 0.486 0.745 0.378 0.206 0.344 
身だしなみ 1 0.315 0.393 0.397 0.257 0.429 
チーム ワーク 1 0.562 0.456 0.228 0.422 
相談しやすさ 1 0.463 0.276 0.478 
業務･信頼獲得 1 0.511 0.594 





F　値 P　値 判　定 T　値 偏相関 符号ﾁｪｯｸ
職員･挨拶 -0.141 1.623 0.207 [  ] -1.274 -0.151 x 
身だしなみ 0.177 4.562 0.036 [* ] 2.136 0.247 
チーム ワーク 0.116 1.793 0.185 [  ] 1.339 0.158 
相談しやすさ 0.235 4.350 0.041 [* ] 2.086 0.242 
業務･信頼獲得 0.134 2.140 0.148 [  ] 1.463 0.172 
記録わかりやすさ 0.550 46.782 0.000 [**] 6.840 0.633 
[ 精度 ]
決定係数 R2 ＝ 0.668 
修正ずみ決定係数 R2’＝ 0.640 
重相関係数 R ＝ 0.818 
修正ずみ重相関 R’＝ 0.800 
[ 分散分析表 ]
変　　動 偏差平方和 自由度 不偏分散 分散比 P　値 判　定
全体変動 152.680 76 
回帰による変動 102.059 6 17.010 23.521 0.000 [**]
回帰からの残差 50.622 70 0.723 
資料 11　　D枠　他者＊主成分
201 目的変数の合成に関する課題の考察（山本・下垣内・福田・平井）
[ 基本統計量 ]　件数 77 
項目名 合計 平均 標準偏差
職員･挨拶 321.32 4.173 0.535 
身だしなみ 345.98 4.493 0.391 
チーム ワーク 322.92 4.194 0.386 
相談しやすさ 314.56 4.085 0.442 
業務･信頼獲得 326.10 4.235 0.379 
記録わかりやすさ 324.14 4.210 0.304 
0.5* 単純結合 -0.000 -0.000 1.391 
[ 相関行列 ]






職員･挨拶 1 0.507 0.486 0.745 0.378 0.206 0.356 
身だしなみ 1 0.315 0.393 0.397 0.257 0.422 
チーム ワーク 1 0.562 0.456 0.228 0.420 
相談しやすさ 1 0.463 0.276 0.467 
業務･信頼獲得 1 0.511 0.544 





F　値 P　値 判定 P　値 偏相関 符号ﾁｪｯｸ
職員･挨拶 -0.096 0.590 0.445 [  ] -0.768 -0.091 x 
身だしなみ 0.180 3.661 0.060 [  ] 1.913 0.223 
チーム ワーク 0.134 1.843 0.179 [  ] 1.358 0.160 
相談しやすさ 0.212 2.767 0.101 [  ] 1.664 0.195 
業務･信頼獲得 0.099 0.901 0.346 [  ] 0.949 0.113 
記録わかりやすさ 0.492 29.050 0.000 [**] 5.390 0.542 
[ 精度 ]
決定係数 R2 ＝ 0.574 
修正ずみ決定係数 R2’＝ 0.537 
重相関係数 R ＝ 0.758 
修正ずみ重相関 R’＝ 0.733 
[ 分散分析表 ]
変　　動 偏差平方和 自由度 不偏分散 分散比 P　値 判　定
全体変動 149.068 76 
回帰による変動 85.543 6 14.257 15.711 0.000 [**]
回帰からの残差 63.525 70 0.907 
資料 12　　D枠　他者＊単純
202 立命館経営学（第 45 巻　第 2 号）
資料 13　　D枠　他者＊主成分（職業人 3変数）
[ 基本統計量 ]　　件数 77
項目名 合　計 平　均 標準偏差
相談しやすさ 314.56 4.085 0.442
業務･信頼獲得 326.10 4.235 0.379
記録わかりやすさ 324.14 4.210 0.304








相談しやすさ 1 0.463 0.276 0.478






Ｆ　値 Ｐ　値 判　定 Ｔ　値 偏相関 符号ﾁｪｯｸ
相談しやすさ 0.231 8.410 0.005 [**] 2.900 0.321
業務･信頼獲得 0.201 5.083 0.027 [* ] 2.255 0.255
記録わかりやすさ 0.560 46.485 0.000 [**] 6.818 0.624
[ 精度 ]
決定係数 R2 ＝ 0.637
修正ずみ決定係数 R2’＝ 0.622
重相関係数 R ＝ 0.798
修正ずみ重相関 R’＝ 0.789
[ 分散分析表 ]
変　　動 偏差平方和 自由度 不偏分散 分散比 Ｐ　値 判　定
全体変動 152.680 76
回帰による変動 97.240 3 32.413 42.679 0.000 [**]
回帰からの残差 55.441 73 0.759
203 目的変数の合成に関する課題の考察（山本・下垣内・福田・平井）
資料 14　　D枠　他者＊単純（職業人 3変数）
[ 基本統計量 ]　　件数 77
項目名 合　計 平　均 標準偏差
相談しやすさ 314.56 4.085 0.442
業務･信頼獲得 326.10 4.235 0.379
記録わかりやすさ 324.14 4.210 0.304








相談しやすさ 1 0.463 0.276 0.467






F　値 P　値 判　定 T　値 偏相関 符号ﾁｪｯｸ
相談しやすさ 0.249 7.737 0.007 [**] 2.781 0.310
業務･信頼獲得 0.173 2.973 0.089 [  ] 1.724 0.198
記録わかりやすさ 0.500 29.232 0.000 [**] 5.407 0.535
[ 精度 ]
決定係数 R2 ＝ 0.540
修正ずみ決定係数 R2’＝ 0.521
重相関係数 R2 ＝ 0.735
修正ずみ重相関 R’＝ 0.722
[ 分散分析表 ]
変　　動 偏差平方和 自由度 不偏分散 分散比 P　値 判　定
全体変動 149.068 76
回帰による変動 80.438 3 26.813 28.520 0.000 [**]
回帰からの残差 68.630 73 0.940
204 立命館経営学（第 45 巻　第 2 号）
[ 基本統計量 ]　　件数 77
項目名 合　計 平　均 標準偏差
職員･挨拶 321.32 4.173 0.535
身だしなみ 345.98 4.493 0.391
チーム ワーク 322.92 4.194 0.386
0.5* 単純結合 0.00 0.00 1.408
[ 相関行列 ]
職員･挨拶 身だしなみ ﾁｰﾑﾜｰｸ 主成分得点
職員･挨拶 1 0.507 0.486 0.344
身だしなみ 1 0.315 0.429





F　値 P　値 判　定 T　値 偏相関 符号ﾁｪｯｸ
職員･挨拶 0.036 0.082 0.776 [  ] 0.286 0.033
身だしなみ 0.315 7.375 0.008 [**] 2.716 0.303
チーム ワーク 0.305 7.121 0.009 [**] 2.669 0.298
[ 精度 ]
決定係数 R2 ＝ 0.276
修正ずみ決定係数 R2’＝ 0.247
重相関係数 R ＝ 0.526
修正ずみ重相関 R’＝ 0.497
[ 分散分析表 ]
変　　動 偏差平方和 自由度 不偏分散 分散比 P　値 判　定
全体変動 152.680 76
回帰による変動 42.207 3 14.069 9.297 0.000 [**]
回帰からの残差 110.473 73 1.513
資料 15　　D枠　他者＊主成分（自然人 3変数）
205 目的変数の合成に関する課題の考察（山本・下垣内・福田・平井）
[ 基本統計量 ]　　件数 77
項目名 合　計 平　均 標準偏差
職員･挨拶 321.32 4.173 0.535 
身だしなみ 345.98 4.493 0.391 
チーム ワーク 322.92 4.194 0.386 
0.5* 単純結合 -0.00 -0.00 1.391 
[ 相関行列 ]
職員･挨拶 身だしなみ ﾁｰﾑﾜｰｸ 0.5* 単純結合
職員･挨拶 1 0.507 0.486 0.356 
身だしなみ 1 0.315 0.422 





F　値 P　値 判　定 T　値 偏相関 符号ﾁｪｯｸ
職員･挨拶 0.061 0.236 0.629 [  ] 0.486 0.057 
身だしなみ 0.298 6.554 0.013 [* ] 2.560 0.287 
チーム ワーク 0.296 6.659 0.012 [* ] 2.581 0.289 
[ 精度 ]
決定係数 R2 ＝ 0.272 
修正ずみ決定係数 R2’＝ 0.242 
重相関係数 R ＝ 0.521 
修正ずみ重相関 R’＝ 0.492 
[ 分散分析表 ]
変　　動 偏差平方和 自由度 不偏分散 分散比 P　値 判　定
全体変動 149.068 76 
回帰による変動 40.539 3 13.513 9.089 0.000 [**]
回帰からの残差 108.529 73 1.487 
資料 16　　D枠　他者＊単純（自然人 3変数）
